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九
段
に
所
在
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト

一

リ
ッ
ク
修
道
会
が
創
建
し
た
暁
星
小
・中
・
一

高
校
で
学
ん
だ
私
に
と

っ
て
、
靖
國
神
社

は
九
段
下
駅
か
ら
学
校
に
行
く
途
上
の
日

常
風
景
に
在
る
神
社
だ

っ
た
。
そ
の
後
、

防
衛
大
学
校
か
ら
海
上
自
衛
隊
に
進
む
過

程
で
プ

ロ
と
し
て

「死
生
観
」
と
向
き
合

う
こ
と
に
な
り
、
戦
場
に
赴
く
者
の
心
理
、

命
の
危
険
を
前
提
と
す
る
人
生
、
そ
し
て

部
下
に
そ
れ
を
強
い
る
責
任
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
立
場
に
立

つ
こ
と
と
な
る
。

ア
フ
ガ
ン

・
イ
ラ
ク
戦
争
に
際
し
、
米
中

央
軍
司
令
部

へ
派
遣
さ
れ
た
が
、
戦
死
者

の
構
が
後
送
さ
れ
る
度
に
催
行
さ
れ
る
慰

霊
祭
に
幾
度
と
な
く
臨
む
こ
と
で
、
軍
人

に
と
っ
て
の
死
が
真
に
身
近
な
も
の
と
し

て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

帰
国
後
、
靖
國
神
社
の
崇
敬
奉
賛
会
会

員
に
な

っ
た
。
国
の
為
に
散
華
さ
れ
た
英

霊
の
御
心
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
ほ
ど

に
、
今
日
、
日
本
が
存
在
し
て
い
ら
れ
る

こ
と
自
体
、
明
治
維
新
以
降
の
英
霊
の
尊

い
献
身
無
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
と
の
確

信
が
、
英
霊
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
深
め

た
。
ま
た
、
英
霊
の
遺
書
を
拝
読
す
る
ほ

ど
に
、
士
官
、
下
士
卒
を
聞
わ
ず
、
従
容

と
し
て
戦
場
に
赴
い
た
の
は
、
眼
前
に
あ

る
祖
国
の
危
機
を
打
開
し
よ
う
と
し
た

こ
と
は
も
と
よ
り
、
次
の
世
代
の
日
本
が

平
和
で
あ
る
こ
と
を
強
く
願

っ
て
い
た
故

の
振
舞
だ
と
感
じ
た
。
次
の
世
代
に
絆
を

繋
ぐ
と
い
う
思
い
が
、
戦
場
で

一
身
を
捧

げ
る
こ
と
を
も
覚
悟
さ
せ
た
の
だ
と
の
理

解
で
あ
る
。
そ
の
、
「次
の
世
代
」
で
あ
り
、

し

一
国
防
と
い
う
点
で
英
霊
の
御
心
を
最
も
理

一
解
で
き
る
は
ず
の
我
々
こ
そ
が
、
英
霊
の

一
思
い
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
思
い

一
を
受
け
継
ぎ
、
日
本
の
平
和
の
た
め
に
尽

・
力
す
べ
き
と
の
信
念
が
湧
い
た
。

一　

責
任
あ
る
立
場
で
外
国
軍
人
と
接
す

る
機
会
が
増
え
る
と
、
日
本
の
「軍
人
魂
」

に
つ
い
て
き
ち
ん
と
説
明
す
る
必
要
が
生

じ
、
多
く
の
外
国
人
を
靖
國
神
社
に
連
れ

て
行
っ
た
。
ど
こ
の
国
の
軍
人
で
も
、
到

着
殿
で
宮
司
の
説
明
を
拝
聴
し
本
殿
で

参
拝
す
る
と
、
一
様
に
そ
の
空
気
に
圧
倒

さ
れ
畏
怖
の
念
を
抱
き
、
日
本
滞
在
で
最

高
の
経
験
だ
と
口
に
す
る
の
が
常
で
あ
っ

た
。
英
霊
に
近
い
立
場
に
あ
る
世
界
の
軍

人
達
は
皆
、
靖
國
神
社
の
意
義
を
よ
く
理

解
し
、
祖
国
の
た
め
に
命
を
捧
げ
た
英
霊

に
最
大
限
の
敬
意
を
表
す
る
。
そ
こ
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「戦
犯
」
へ
の
違
和
感
は
な
か
っ

た
。
旧
連
合
国
軍
人
で
さ
え
、
「戦
犯
」
が

政
治
的
犠
牲
者
で
あ
る
こ
と
に
理
解
を

示
し
た
。
将
官
と
な
り
、
よ
り
広
範
に
海

外
の
賓
客
を
迎
え
る
立
場
に
立

っ
て
か

ら
は
、
相
当
な
人
数
の
軍
の
高
官
、
ま
た
、

駐
日
大
使
を
靖
國
神
社
の
日
々
の
お
祀
り

で
あ
る
朝
御
餞
祭
に
お
連
れ
し
た
。
靖
國

神
社
は
不
幸
に
し
て
「政
治
化
」
さ
れ
た

面
が
あ
り
、
「外
交
的
配
慮
」
か
ら
、
軍
人
、

外
交
官
が
表
立
っ
て
参
拝
し
な
い
こ
と
に

⑤

し
て
い
る
国
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
の

要
人
に
対
し
て
は
、
神
社
の
ご
配
慮
で
静

か
に
参
拝
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
た
だ

き
つ
つ
靖
國
神
社
の
紹
介
を
続
け
た
。
戦

争
は
政
治
の
延
長
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、

世
界
の
軍
人
達
と
の
交
わ
り
が
教
え
て
く

れ
た
の
は
、
戦
没
者
の
慰
霊
顕
彰
を
政
争
、

外
交
の
具
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
国
家
に
殉
じ
た
英
霊
を
静
誰
な
環

境
で
お
祀
り
し
、
そ
の
偉
業
に
対
し
感
謝

し
続
け
る
こ
と
は
、
後
世
の
国
民
の
務
め

で
あ
り
、
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
常
識
で

あ

っ
て
、
世
界
共
通
の
価
値
基
準
で
も
あ

る
と
一言
っ
て
よ
い
。

さ
て
、

４‐
年
間
の
自
衛
隊
で
の
人
生

を
終
え
た
私
は
、
縁
あ

っ
て
、
駐
ジ
ブ
チ

大
使
と
し
て
再
度
、
国
家
に
奉
仕
す
る
機

会
を
い
た
だ
い
た
。
特
命
全
権
大
使
は
、

天
皇
陛
下
か
ら
認
証
い
た
だ
き
、
任
国
に

お
い
て
日
本
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
る
。

私
は
愛
国
者
の
つ
も
り
だ
が
、
パ
ト
リ

オ
ッ
ト
で
あ

っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で

も
シ
ョ
ー
ビ
ニ
ス
ト
で
も
な
い
。
愛
国
心

は
寛
容
の
心
と

一
体
で
あ
る
べ
き
で
、
我

が
日
本
を
こ
よ
な
く
愛
し
誇
り
に
思
う

が
、
他
国
の
人
も
ま
た
自
国
に
対
し
て
同

じ
思
い
を
持

つ
こ
と
は
当
た
り
前
だ
と

考
え
て
い
る
。

日
本
に
対
す
る
世
界
の
関
心
は
高
い
。

私
に
と
っ
て
の
靖
國
汁
社

―
ジ
ブ
チ
か
ら
「平
ん
の
社
」を
再
考
す
る
―
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そ
し
て
、
日
本
に
対
す
る
評
価
は
、
多
く

の
分
野
で
日
本
人
が
思
う
以
上
に
驚
く

ほ
ど
高
い
。
私
が
話
を
し
た
外
国
人
の
多

く
は
、
日
本
が
行
き
た
い
国
リ
ス
ト
の
上

位
に
あ
る
と
言

っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
を

訪
れ
た
人
は
異
口
同
音
に
、
日
本
の
治
安

の
良
さ
、
日
本
人
の
誠
意
、
礼
節
、
思
い

や
り
に
感
銘
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
を
知
る
人
に
と

っ
て
、
日
本

国
民
の
秩
序
立

っ
た
行
動
は
賞
賛
の
的

で
あ
る
。
世
界
は
日
本
に
惹
か
れ
て
い
る

の
だ
。
日
本
は
世
界
の
憧
れ
な
の
だ
。
こ

れ
こ
そ
が
、
英
霊
が
命
を
賭
け
て
次
世
代

に
継
承
し
よ
う
と
し
た
日
本
の
姿
な
の

だ
と
思
う
。

日
本
の
国
柄
を
語
る
際
、
今
上
陛
下
が

１
２
６
代
の
天
皇
と
い
う
事
実
だ
け
で
、

世
界
中
の
誰
も
が
度
肝
を
抜
か
れ
る
。
そ

の
脈
々
と
続
く
日
本
の
歴
史
の
中
で
、
長

く
平
和
が
続
い
た
こ
と
を
知
る
と
更
に

驚
く
。
平
安
時
代
、
江
戸
時
代
は
も
ち
ろ

ん
、
戦
後
の
約
８０
年
間
で
さ
え
、
平
和
の

継
続
は
世
界
で
希
有
な
例
だ
。
いン
ブ
チ
で

出
会

っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
考
古
学
者
に
啓
発

さ
れ
、
一
時
帰
国
時
に
縄
文
時
代
の
三
内

丸
山
遺
跡
を
訪
ね
て
驚
い
た
の
は
、
今
か

ら
五
千
年
も
前
に
、
「平
和
な
文
明
」
が
な

ん
と
千
七
百
年
ほ
ど
も
続
い
て
い
た
事
実

だ
。
千
七
百
年
間
と
い
え
ば
、
古
墳
時
代

以
前
か
ら
現
在
に
至
る
、
本
邦
有
史
の
金

期
間
以
上
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
縄
文
時

代
は
、
神
話
世
界
の
物
語
で
は
な
く
、
考

古
学
に
よ
り
、
一
万
年
以
上
も
続
い
て
い

た
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
平
和
は
、
国
家
国
民
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ

ベ
ル
で
身
に
染
み
つ
い
た
も
の
な
の
だ
。

四
季
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
を
背
景

と
し
、
長
期
に
亘
る
平
和
を
基
調
と
す
る

環
境
が
育
ん
だ
穏
や
か
で
争
わ
な
い
国
民

性
が
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
思
い
や
り
、
共

同
体
レ
ベ
ル
で
の
共
存
共
栄
、
常
に
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
前
提
と
す
る
道
徳
観

に
至
り
、
「惟
神
の
道
」
と
な
っ
て
神
道
に

繋
が
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
た
。
現
代
欧

州
の
知
性
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ッ
ク

・
ア
タ

リ
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
利
他
主
義
に

基
づ
く
社
会
が
求
め
ら
れ
る
と
言
い
、
日

本
が
そ
の
手
本
だ
と
語
る
。
そ
の
利
他
主

義
を
も
た
ら
し
た
日
本
の
道
徳
観
の
源
泉

が
、
長
期
に
わ
た
る
平
和
な
環
境
の
生
み

出
し
た

「自
然
道
」
な
の
だ
ろ
う
。
外
国

人
に
日
本
文
化
を
語
る
中
で
、
「神
道
」
の

根
本
理
念
で
あ
る
一自
然
へ
の
畏
敬
」
は
、

唯

一
神
を
崇
め
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
ま
た
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
も
十
分
に
理
解
の
得

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
っ

た
。
世
界
的
に
環
境
問
題
が
重
視
さ
れ
て

「
エ
コ
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ

■

う
に
な
り
、
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
持
続
性
な
く
し
て
人
類
の

発
展
な
し
と
い
う
こ
と
が
世
界
の
常
識
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
「自
然
道
」
で
あ
る

神
道
の
思
想
は
世
界
的
に
受
容
可
能
な
も

の
で
あ
る
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
４０
年
に
わ
た
り
安
全
保
障
を
生

業
と
し
て
き
た
が
、
平
和
は
多
大
な
努
力

と
、
時
に
は
犠
牲
の
上
に
創
出
す
る
も
の

で
あ
り
、
タ
ダ
で
は
獲
得
で
き
な
い
。
いン

ブ
チ
と
い
う
国
は
小
国
な
が
ら
、
国
内
外

で
の
騒
乱
に
翻
弄
さ
れ
る
大
国
に
囲
ま
れ

る
な
か
で
、
唯

一
、
域
内
で
平
和
と
安
定

を
享
受
す
る
希
有
な
国
だ
。
そ
の
陰
で
は
、

米
中
と
い
う
対
立
す
る
２
大
国
の
基
地
を

狭
い
国
内
に
誘
致
し
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、
隣

接
す
る
「万
年
紛
争
国
」
ソ
マ
リ
ア
ヘ
、

十
年
以
上
に
わ
た
り
常
時
、
国
軍
の
四
分

の
一
の
兵
力
を
平
和
維
持
活
動
の
た
め
に

派
出
し
、

６０
名
を
越
す
死
者
を
出
す
と
い

う
、
文
字
通
り
血
の
滲
む
努
力
を
し
て
い

る
。世

界
を
見
渡
し
た
と
き
、
平
和
を
基
調

と
す
る
日
々
を
送
れ
る
国
は
多
く
な
い
。

私
は

「日
本
特
殊
論
」
は
嫌
い
だ
が
、
平

和
と
い
う
点
で
、
明
ら
か
に
日
本
は
世
界

の
中
で
特
殊
な
国
だ
。
日
本
人
は
平
和
「ボ

ヶ
」
し
て
い
る
と
い
う
人
が
い
る
が
、
「ボ

ヶ
」
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
世

界
の
常
識
と
基
準
が

「ズ
レ
」
て
い
る
の

だ
。
四
面
環
海
の
環
境
に
守
ら
れ
て
き
た

日
本
は
、
歴
史
上
、
他
国
に
蹂
躙
さ
れ
て

国
が
無
く
な
る
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と

な
く
平
和
を
享
受
し
て
こ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
世
界
は
交
通
手
段
の
発
達
に
よ
り
時

間
的
に
狭
く
な
り
、
近
年
、
サ
イ
バ
ー
空

間
の
登
場
で
、
空
間
的
に
も
距
離
感
が
縮

ま
っ
た
。
米
国
の
一
強
体
制
も
変
化
し
て

い
る
。
世
界
が
時
間
的
、
空
間
的
に
狭
く

な
っ
た
今
日
、
も
は
や
日
本
が
従
来
の
平

和

「ズ
レ
」
に
安
住
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

ず
、
現
実
を
直
視
し
、
平
和
は
力
に
よ
っ

て
産
み
出
さ
れ
る
と
い
う
、
世
界
の
常
識

を
受
入
れ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
。
他

方
で
、
世
界
が
狭
く
な
り
、
共
存
共
栄
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
な
か
、
世
界
平
和

の
た
め
に
、
「利
他
主
義
の
日
、
日
本
」
が

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
だ

ろ
う
。

靖
國
神
社
を
参
拝
す
る
度
に
、
紛
争
が

常
態
化
す
る
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
の
勤
務
を

経
た
私
の
胸
に
去
来
す
る
の
は
、
英
霊
の

御
心
で
あ
る
平
和
国
家
日
本
を
次
世
代
に

継
承
す
る
と
い
う
縦
軸
と
、
国
際
社
会
に

誇
れ
る
我
が
国
の
平
和
観
、
道
徳
観
を
世

界
に
伝
え
る
と
い
う
横
軸
の
中
心
に
在
る

の
が
、
「平
和
の
社
」
靖
國
神
社
だ
と
い
う

思
い
で
あ
る
。

ウ


